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清

風

会

自
由
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

無

所

属

議

決

結

果区分 番号 件　　名 概　　　　　要 審査した委員会 9 7 3 2 1
〔市長提出〕
条
例議第30号 三条市給水条例の一部改正に

ついて
水道法の一部改正に伴い、規定の整理を行うため、必要な改正を行うもの
施行期日：令和６年４月１日 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

そ
の
他

議第31号 市道路線の認定及び変更につ
いて

認定路線　　１路線　　　延長	　　　　	 846.6ｍ
変更路線　　１路線　　　延長（増加分）		 1,063.8ｍ 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第32号 財産の無償貸付けについて

下田地域の医療体制等確保対策事業の用に供するため、次のとおり
財産を無償貸し付けするもの
建物：三条市下田保健センター　　
　　		鉄筋コンクリート造　地上２階建て
	　　	貸し付け面積　267.27㎡
土地：三条市荻堀1183番１ほか２筆　
　　		貸し付け面積　145.52㎡
無償貸し付けの相手方：三条市荻堀1182番地１
　医療法人社団陽心会　理事長　池上敬一
無償貸し付けの期間：令和６年４月１日から令和11年３月31日まで

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議第33号
長岡市及び三条市における公
の施設の相互利用に関する協
定の一部変更について

平成29年３月30日付けで長岡市と三条市との間に締結した公の施設
の相互利用に関する協定の対象施設について、三条市歴史民俗産業
資料館別館を追加することなどから、協定の一部を変更するもの

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第34号
見附市及び三条市における公
の施設の相互利用に関する協
定の一部変更について

平成29年３月30日付けで見附市と三条市との間に締結した公の施設
の相互利用に関する協定の対象施設について、三条市歴史民俗産業
資料館別館を追加することから、協定の一部を変更するもの

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第35号

三条市、燕市、加茂市、田上町
及び弥彦村並びに新潟県三
条・燕総合グラウンド施設組合
の公の施設の相互利用に関す
る協定の一部変更について

令和元年12月20日付けで燕市、加茂市、田上町および弥彦村ならび
に新潟県三条・燕総合グラウンド施設組合と三条市との間に締結した
公の施設の相互利用に関する協定の対象施設について、三条市歴史
民俗産業資料館別館を追加することなどから、協定の一部を変更する
もの

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報　

告

報第１号
専決処分報告について
（三条市税条例の一部改正につ
いて）

地方税法等の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じ、必要な改
正を行ったもの
専決処分日：令和６年２月26日
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第２号
専決処分報告について
（令和５年度三条市一般会計補
正予算）

令和６年能登半島地震により被害を受けた被災者等への支援や公共
施設の災害復旧事業などに係る経費のほか、国の補正予算による交
付金を活用して行う、物価高騰の影響を受ける低所得世帯に対する給
付金の給付に要する経費について、必要な予算措置を行ったもの
補正額　　　	 4億7,138万9,000円
補正後の額　　	 553億2,072万2,000円
専決処分日　　		令和６年１月25日

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 承認

〔議員発案〕

そ
の
他
議員発案
第１号 特別委員会の設置について

市議会に「議員定数等調査特別委員会」を設置するもの
定数：22人
審査内容：本市議会議員の定数等に関する調査・研究

○ × × × × 否決

意
見
書
議員発案
第２号

最低賃金法の改正と中小企業
支援策の拡充を求める意見書
の提出について

最低賃金の地域間格差を是正するため、最低賃金法を改正し、全国一
律最低賃金制度にすることなどを要望する意見書を提出するもの
提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、中央最低賃金審議会会長、
　新潟労働局長

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

〔請　　願〕

請　

願
請願
第10号

最低賃金法の改正と中小企業
支援策の拡充を求める請願

最低賃金の地域間格差を是正するため、最低賃金法を改正し、全国一
律最低賃金制度にすることなどを要望する意見書の提出を求めるも
の

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

清 風 会

自 由 ク ラ ブ

日本共産党議員団

公 明 党 議 員 団

無 所 属

○西川重則　山田富義　岡田竜一　酒井　健

　馬場博文　白鳥　賢　岡本康佑　西村邦明

　竹山嘉一

○森山　昭　佐藤和雄　阿部銀次郎　武石栄二

　野嵜久雄　藤家貴之　内山信一

○小林　誠　坂井良永　武藤元美

○燕　幸男　笹川信子

　長橋一弘

会 派 所 属 議 員 ※○：会派の代表者本会議最終日　採決の様子本会議最終日　採決の様子

任
期
最
後
の
予
算
へ
の
思
い
と
２
期
目

に
つ
い
て
伺
う
。

三
条
市
の
長
所
は
さ
ら
に
伸
ば
し
、課
題

に
は
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
る
内
容

と
位
置
付
け
。そ
の
後
の
こ
と
は
、思
い
を
巡

ら
せ
て
い
る
が
、し
か
る
べ
き
時
に
伝
え
る
。

出
生
数
が
10
年
前
よ
り
４
割
減
少
し
た

こ
と
へ
の
見
解
は
。

過
去
30
年
以
上
減
少
し
続
け
て
い
る
。

未
婚
の
増
加
、晩
婚
化
、合
計
特
殊
出
生

率
の
低
下
等
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
要
因
。

小
学
校
等
の
在
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
、

な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
。

複
式
学
級
が
複
数
年
続
く
学
校
が
あ
る

中
、方
向
性
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
。

ゼ★
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
す
る
予

定
は
な
い
。

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
開
通
後
の
通

過
点
に
な
ら
な
い
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
い
い
湯
ら
て
い
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
挙

げ
て
い
る
が
、な
ぜ
い
い
湯
ら
て
い
な
の
か
。

八
十
里
越
を
通
っ
て
来
て
最
初
の
観
光

拠
点
で
あ
り
、一
定
の
敷
地
面
積
、施
設

規
模
を
有
し
、集
客
的
要
素
を
さ
ら
に
加
え

ら
れ
る
余
地
が
あ
る
。地
域
活
性
化
の
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
た
い
。

プ★
ロ
ジ
ェ
ク
ト
シ
ン
カ
の
令
和
６
年
度

に
お
け
る
取
り
組
み
と
、こ
れ
ま
で
の

成
果
は
。

子
育
て
支
援
課
を
モ
デ
ル
課
と
し
、予

算
を
伴
わ
な
い
改
善
策
、事
務
事
業
の

洗
い
出
し
を
実
施
し
て
き
た
。令
和
６
年
度

は
、各
所
管
に
お
い
て
改
善
策
を
実
施
し
、組

織
全
体
が
最
適
化
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る
就
業
に
向
け

た
資
格
取
得
の
支
援
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

ひ
と
り
親
へ
の
支
援
は
、子
ど
も
に
比
べ

十
分
で
は
な
い
。自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
を
拡
充
し
、経
済
的
な
自
立
を
促
進

す
る
。Ｕ

タ
ー
ン
者
等
に
対
し
て
新
た
な
奨
学

金
返
還
の
支
援
を
打
ち
出
し
た
が
、対

象
者
と
補
助
の
内
容
は
。

対
象
者
は
、Ｕ
タ
ー
ン
者
、三
条
市
立
大

学
ま
た
は
三
条
看
護
・
医
療
・
歯
科
衛
生

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、市
内
に
住
所

を
有
し
、市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
40

歳
未
満
の
人
。

　

補
助
の
内
容
は
、日
本
学
生
支
援
機
構
の

第
１
種
お
よ
び
第
２
種
奨
学
金
、新
潟
県
奨

学
金
の
返
還
相
当
額
で
、１
人
当
た
り
の
上

限
は
年
間
36
万
円
、通
算
５
年
間
分
ま
た
は

１
８
０
万
円
。

Ｊ
Ｒ
信
越
本
線
牛
ケ
島
踏
切
の
拡
幅
に

つ
い
て
、開
通
時
期
、工
事
期
間
の
交
通

規
制
、児
童
生
徒
の
安
全
確
保
は
ど
の
よ
う

な
予
定
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ
り
、令
和
６
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
し
、令
和
７
年
度
末
頃
に

開
通
と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

工
事
期
間
中
の
交
通
規
制
は
、終
日
全
面

通
行
止
め
を
予
定
し
て
い
る
。そ
の
影
響
を

考
慮
し
て
、鶴
田
踏
切
を
迂
回
路
と
す
る
べ

く
、仮
設
で
の
道
路
拡
幅
に
着
手
し
た
。

　

迂
回
に
よ
り
大
崎
学
園
の
通
学
路
に
危
険

が
及
ば
な
い
よ
う
、適
切
な
道
を
案
内
す
る

仮
設
看
板
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
て

い
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

寄
附
金
と
い
う
臨
時
的
な
財
源
を
恒
常

的
な
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
上

昇
。財
政
調
整
基
金
残
高
の
現
状
を
踏
ま
え
、

財
政
運
営
に
支
障
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
68
人
に
増
員
す

る
目
的
は
。

こ
れ
ま
で
１
２
７
人
を
採
用
し
、現
在

45
人
が
活
動
。国
の
方
針
に
基
づ
き
、引

き
続
き
地
域
の
活
性
化
と
移
住
、定
住
の
促

進
を
図
る
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
、退
職
す
る
澤
Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
評
価
と
今

後
の
対
応
、令
和
５
年
度
の
見
込
額
と
令
和

６
年
度
の
想
定
額
は
。

評
価
は
、「
結
果
を
残
し
た
」に
尽
き
る
。

事
業
者
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
、返
礼

品
の
分
野
や
種
類
を
拡
大
す
る
こ
と
で
三
条

製
品
、農
産
物
等
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

た
。今
後
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
た
め
の

費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
は
43
億
円
程
度
を
見
込
み
、

令
和
６
年
度
は
35
億
円
を
想
定
。

万
博
首
長
連
合
負
担
金
が
増
額
さ
れ
て

い
る
。こ
の
ま
ま
同
連
合
に
支
出
を
続

け
る
こ
と
に
疑
問
だ
。市
の
見
解
は
。

万
博
出
展
の
必
要
経
費
等
を
含
む
た
め

増
額
と
な
っ
た
。万
博
は
、国
内
外
か
ら

★ ゼロカーボンシティ　2050年に二酸化炭素を実質排出ゼロにすることを目指す旨を首長等が公表した地方自治体のこと。豆ちしき

★ プロジェクトシンカ　三条市役所内のプロジェクトチーム。新しい時代に合った組織風土づくり等を進めるため、業務改善、ペーパーレス
　 化の推進等に取り組んでいる。｢シンカ｣は、今までの良いところは｢深化｣させ、時代に合わせて｢進化｣するという意味を込めたもの。

豆ちしき 45

大
綱
質
疑

3
月
定
例
会
で
は
4
会
派
が

大
綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

Check！
施
政
方
針

　
　

令
和
６
年
度

　
　

三
条
市
一
般
会
計
予
算

議
第

１
号


